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第 1 楽章 1912 年 4 月起稿 5 月 30 日完成 1912 年 6 月 25 日起稿
第 2 楽章 1912 年 6 月 30 日完成 1912 年 7 月 22 日完成
第 3 楽章 1912 年 7 月 4 日完成 1912 年 7 月 28 日完成
第 4 楽章 1912 年 7 月 1912 年 11 月 8 日夜 2 時完成
情報の典拠 Ms．510a─d のタイトルページ 日本初演プログラム
　作曲の発端は、1912 年に卒業制作として交響曲と管弦楽伴奏付きの合唱曲を書くよう
にレオポルト・カール・ヴォルフ（Leopold Carl Wolf, 1859─1932）教授に命じられたこ
とによる。山田は、その夏を過ごした北ドイツの保養地ディアハーゲンの牧歌的な情景に
触発されて交響曲の一節ができ上がったと回想している（山田 2001：119─122）。







が、完成したのは 1913 年 12 月であった（宮内 1993：158, 167）。









　全楽章のパート譜であるが、第 1～第 3 楽章は弦楽器パートのみしかない。主に山田自
身と写譜者 A により、1914 年 12 月 6 日の「東京フィルハーモニー会第 14 回演奏会」
（於：帝国劇場）における初演（山田が指揮）のために準備されたと考えられる＊3。
②　Ms. 1534a（パート譜）
　第 1 楽章と第 2 楽章のみで、クラリネットⅠとファゴットⅡのパートが欠けている。
③　Ms. 1534b（パート譜）
　第 3 楽章の管楽器と打楽器のみで、弦楽器パートはない。英語表記が多く、1919 年 1
月 24 日の Second orchestra concert（於：カーネギーホール）におけるニューヨーク初
演（山田が指揮）で使用されたと考えられる
④　Pr. 2092（パート譜）








主資料・副資料が以下の表 2 のように設定された（山田 1997：7）。
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主資料 準主資料 副資料 参考資料
第 1 楽章 管 ② Ms. 1534a＊＊ ⑤ Ms. 1477
打 ② Ms. 1534a ⑤ Ms. 1477
弦 ① Ms. 1476a＊ ② Ms. 1534a ④ Pr. 2092
第 2 楽章 管 ② Ms. 1534a＊＊ ⑤ Ms. 1477
打 ② Ms. 1534a ⑤ Ms. 1477
弦 ① Ms. 1476b ② Ms. 1534a ④ Pr. 2092
第 3 楽章 管 ③ Ms. 1534b ⑤ Ms. 1477
打 ③ Ms. 1534b ⑤ Ms. 1477
弦 ① Ms. 1476c ④ Pr. 2092
第 4 楽章 管 ① Ms. 1476d ⑤ Ms. 1477
打 ① Ms. 1476d ⑤ Ms. 1477
弦 ① Ms. 1476d ④ Pr. 2092
＊ cl. I を含む　　＊＊cl. I と fg. II は欠落




　表 2 で第 1 楽章と第 2 楽章の準主資料とされているパート譜② Ms. 1534a について、
『山田耕筰作品全集』の校訂報告においては、パート譜① Ms. 1476a─d（初演版）と同時
期のものと推定している（山田 1997 : 7）。本稿ではその成立時期について、改めて三つの
方向から検討する。
3─1．写譜者
　② Ms. 1534a を筆写した人物は、『山田耕筰作品全集』においては写譜者 D とされてい
る（山田 1997 : 7）。このコピストは《交響曲ヘ長調》を含め、表 3 に挙げる合計 4 曲の山
田作品を筆写している。
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表 3．写譜者 D による筆写譜
作品名 作曲年 初演年月日 初演地 筆写譜（使用五線紙） 作曲者の関与
秋の宴 1912 1918 年







交響曲 ヘ長調 1912 1914 年
12 月 6 日




婚姻の響き 1913 1930 年
10 月 7 日




堕ちたる天女 1913 1929 年
12 月 3 日
東京 Ms．1096 vs （Beethoven Pa-
pier 32）




p＝part, s＝score, vs＝vocal score





　さらに、② Ms. 1534a のパート譜に付けられたタイトルページの書き方が、① Ms. 
1476a─d に付けられた自筆のタイトルページと酷似していることから、写譜者 D は② Ms. 
1534a を山田本人の関与の下に、① Ms. 1476a─d と近い時期に作成したものと推測される。
3─2．五線紙







　共益商社書店は 1914 年 4～5 月頃に芝区芝公園 18 号 5 番から芝区三田松本町 44 番地に
移転している（『音楽界』1914 年 5 月号，70）ため、「三田松本町四十四番地」の五線紙
を使用できたのはそれ以降であると考えられる＊5。写譜者 D はふたつの住所の五線紙を
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　第 1 楽章冒頭 8 小節は、のちに《君が代》の一部を織り込んだと評されるフレーズ＊6
であり、『山田耕筰作品全集』（山田 1997）では提示部と再現部の両方においてモデラー
トのテンポが指示されている。このフレーズのテンポ指定がどのように筆写されているか
という点から、② Ms. 1534a の作成時期について検討する。
3─3─1．第 1 楽章冒頭
　譜例 1 に示したとおり、スケッチ Ms. 510a の段階では、第 1 楽章はアレグロ・モルト
で開始し、8 小節目のフェルマータで一時停止した後、9 小節から再びアレグロ・モルト
で音楽が続くように書かれていた。② Ms. 1534a においても同様に、第一楽章の冒頭には
全 19 パートにおいてアレグロ・モルトの表示がある。8 小節目のフェルマータの後は、
19 パート中 15 パートにおいてア・テンポ［もとのテンポで］と記されており、スケッチ
Ms. 510a と実質的に同じ内容であると考えられる。これに対して、初演時に用いられた
Ms. 1476a では第 1 楽章冒頭はモデラートと指示され、8 小節目のフェルマータの後、9
小節目にアレグロ・モルトの指示がある。すなわち、初演時の演奏では冒頭 8 小節は中庸
なテンポであり、それがフェルマータで停止したのち、初めてアレグロ・モルトの急速な
テンポとなる。ニューヨーク初演の際に用いられた④ Pr. 2092 においても、これと同様




 ・ 芝公園十八号五番の住所の五線紙：《愛する人へ》（1915 年）Ms. 1 ; 《贖い》（1915 年） Ms. 244, Ms. 306 ; 《コ
ロネーション・プレリュード》（1915 年） Ms. 490
 ・ 戦時特別品と記され、松本町四十四番地の住所が書かれた五線紙：《愛する人へ》（1915 年）Ms. 5 ; 《ものが
たり》（1916 年） Ms. 1318 ; 《源氏楽帖》（1917 年） Ms. 1316, Ms. 1323
 ・ 「戦時特別品」の記載がなく、松本町四十四番地の住所が書かれた五線紙：《アンプロンプチュ》（1916 年）








最初の交響曲のモットーに編みこんだとしても不思議ではない。」と述べている（後藤 2014 : 96）。
1476a より早い段階に作成された可能性が大きい。
譜例 1．第 1 楽章提示部冒頭
3─3─2．第 1 楽章再現部
　第 1 楽章冒頭の 8 小節は、再現部ではどのように扱われているだろうか。譜例 2 に示し
たように、スケッチ Ms. 510a においては 192 小節から冒頭の 8 小節がそのまま再現する
譜面となっているが、のちに後半の 4 小節、すなわち 196～199 小節に削除の×マークが
付けられている。この 4 小節は、その後の楽譜資料のいずれにおいても抜かして筆写され
ており、結果として楽章全体が 4 小節少なくなっている。また、① Ms. 1476a においても
② Ms. 1534a においても再現部に入ってから 4 小節間、すなわち 192～195 小節までを区
切る複縦線は記入されていない。さらに、① Ms. 1476a と② Ms. 1534a のいずれにおいて
も、再現部冒頭（192 小節目）には何のテンポ指示も記されていない。② Ms. 1534a では、
19 パート中 10 パートにおいて 192 小節目にモデラートの指示が後から付加されているが、
パート譜を筆写した当初にはこの指示はなく、再現部冒頭においてテンポの変化はなかっ
た。再現部の冒頭 4 小節（192～195 小節）を明瞭に複縦線で区切り、モデラートの指示
を記入し、196 小節目でアレグロ・モルトに戻る指示が明記された最も早い楽譜資料は④
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＊7　ただし、Pr. 2092 の各パートの表紙には I. Allegro molto と記されており、元は第 1 楽章が冒頭からアレ
グロ・モルトであった痕跡が残っている。
Pr. 2092、すなわちニューヨーク初演に用いられたパート譜である。
譜例 2．第 1 楽章再現部冒頭
　以上をまとめると、② Ms. 1534a は日本初演用の① Ms. 1476a─d よりも早くに準備され
たものである可能性が高い。また第 1 楽章の冒頭 8 小節および再現部冒頭 4 小節のモデラ
ートによる強調は、作曲当初にはなく、日本初演とニューヨーク初演を経て加えられたも
のであると考えられる。この経過は下図のように表すことができる。『山田耕筰作品全集』
（山田 1997）の譜面では、④ Pr. 2092 の内容が反映されていることになる。
まとめ
　以上の考察により、《交響曲ヘ長調》の主資料・副資料は、② Ms. 1534a、① Ms. 
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